
山
名
会
再
興

準
備
会
（
会
長
・

山
名
年
浩
）
が
、

平
成
23
年
９
月

よ
り
準
備
を
進

め
て
き
た
「
山

名
会
再
興
総
会
」

を
10
月
20
～
21

日
に
京
都
・
東

林
院
を
主
会
場

に
開
催
致
し
ま

し
た
。

30
名
の
参
加

者
の
皆
さ
ん
と

「
山
名
会
の
今

後
」
つ
い
て
協

議
し
、
ま
た
歴

史
講
演
等
を
通

じ
「
―
源
氏
の

中
の
源
氏
―
山

名
氏
」
へ
の
認

識
も
深
め
た
二

日
間
で
し
た
。

30
名
の
ご
参
加
を
得
て

10
月
20
～
21
日
の
京
都
は
少

し
汗
ば
む
ほ
ど
の
快
晴
好
天
。

時
代
祭
り
前
の
慌
た
だ
し
さ
に

包
ま
れ
、
街
中
の
辻
々
で
は
地

域
の
小
さ
な
秋
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
山
名
会
再
興
総
会
」
と
題

し
て
開
催
し
ま
し
た
今
回
の
総

会
で
す
が
お
呼
び
か
け
し
た
と

こ
ろ
、
茨
城
か
ら
広
島
ま
で
の

山
名
由
縁
の
各
家
20
家
（
30
名
）

が
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
大
半

の
方
が
旧
来
の
山
名
会
か
ら
の

会
員
で
す
が
、
縁
あ
っ
て
今
回

の
総
会
を
耳
に
さ
れ
ご
参
加
下

さ
い
ま
し
た
方
も
有
り
ま
し
た
。

山
名
会
と
言
え
ば
威
厳
に
満

ち
た
重
厚
な
雰
囲
気
の
集
ま
り

と
い
う
印
象
が
有
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
ど
こ
と
な
く
昔
の
山
名

会
に
比
べ
る
と
若
返
り
？
軽
や

か
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
が
、

事
務
局
の
思
い
違
い
で
し
ょ
う

か
？総

会
日
程

第
１
日
目
・
10
／
20

午
前
11
時

役
員
打
合

午
後
１
時

受
付
・
東
林
院

１
時
半

挨
拶
・
自
己
紹
介

２
時

講
演
・
宮
田
先
生

「
燦
然
た
る
山
名
氏
の
系
譜
」

３
時
半

総
会
開
催

５
時

禅
高
公
墓
参

７
時

懇
親
会

第
２
日
目
・
10
／
21

午
前
８
時
半

宿
舎
出
発

９
時

等
持
院
参
拝

10
時

西
陣
散
策

11
時

眞
乗
院
参
拝

12
時

昼
食
南
禅
寺
会
館

午
後
２
時

JR
京
都
解
散

今
総
会
の
計
画
段
階
で
の
主

題
は
「
山
名
氏
の
独
自
性
」
と

し
、
そ
の
意
味
付
け
を
宮
田
靖

國
先
生
（
準
備
会
副
会
長
）
に

お
願
い
し
、
歴
史
講
演
「
―
源

氏
の
中
の
源
氏
―
燦
然
た
る
山

名
氏
の
系
譜
」
で
ご
教
授
願
い

ま
し
た
。

日
本
史
を
振
り
返
っ
て
見
ま

す
と
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
、
室
町

時
代
～
江
戸
～
明
治
維
新
に
至

る
ま
で
の
間
、
常
に
そ
の
幕
府

に
名
を
留
め
連
綿
と
続
い
た

「
山
名
」

栄
枯
盛
衰
、
頂
点
を
極
め
た

後
は
下
る
ば
か
り
が
当
た
り
前

の
武
家
社
会
に
お
い
て
、
武
家

政
治
の
「
発
祥
か
ら
終
焉
ま
で
」

を
見
届
け
た
の
は
「
山
名
」
を

お
い
て
他
に
は
無
く
、
正
に

「
源
氏
の
中
の
源
氏
―
山
名
氏
」

で
あ
る
こ
と
が
他
の
武
家
と
違

う
独
自
性
・
ユ
ニ
ー
ク
性
と
言

え
ま
す
。

こ
の
史
実
で
あ
り
事
実
に
つ

い
て
、
山
名
ゆ
か
り
の
我
々
自

身
の
認
識
を
含
め
、
世
間
的
に

も
も
う
少
し
「
山
名
氏
」
に
つ

い
て
正
当
な
評
価
が
在
っ
て
然

る
べ
だ
と
気
づ
か
せ
て
頂
い
た

講
演
内
容
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
主
題
を
受
け
て
、

２
日
間
の
史
跡
訪
問
で
は
、
山

名
氏
最
盛
期
の
時
代
を
支
え
た

「
山
名
宗
全
公
」
縁
の
西
陣
や

眞
乗
院
、
戦
国
時
代
に
山
名
の

家
名
を
必
死
に
継
い
だ
「
山
名

禅
高
公
」
縁
の
東
林
院
（
総
会

会
場
）
等
を
巡
る
計
画
と
し
ま

し
た
。

再
興
総
会
の
概
要

第
１
日
目
の
歴
史
講
演
の
後

に
再
興
準
備
会
総
会
を
行
い
、

今
後
の
山
名
会
の
事
に
つ
い
て

協
議
を
願
い
ま
し
た
。
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第
１
号
、
全
國
山
名
氏
一
族
会

再
始
動
に
関
す
る
件

＊
今
後
は
山
名
会
再
興
準
備

会
が
、
「
全
國
山
名
氏
一
族
会
」

と
し
て
活
動
を
継
続
す
る
事
を
、

出
席
者
一
同
の
総
意
を
得
て
承

認
頂
き
ま
し
た
。

第
２
号

会
則
・
組
織
の
検
討

＊
当
初
は
会
員
数
５
０
名
（
家
）

程
度
の
団
体
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。

＊
役
職
は
総
裁
、
副
総
裁
、
会

長
、
副
会
長
、
理
事
長
、
常

任
理
事
、
理
事
（
複
数
人
数

以
上
）
、
相
談
役
。

＊
旧
来
の
山
名
会
の
規
約
を
参

考
に
し
た
規
約
承
認
。

＊
「
入
会
金
」
５
０
０
０
円
、

「
年
会
費
」
５
０
０
０
円
と

す
る
。

＊
会
員
は
１
家
単
位
と
す
る
。

＊
山
名
会
の
再
出
発
で
あ
り
、

旧
山
名
会
か
ら
の
会
員
諸
氏

に
つ
い
て
も
、
会
員
登
録
時

に
「
年
会
費
」
（
５
千
円
）

と
共
に
「
入
会
金
」
（
５
千

円
）
の
ご
負
担
も
お
願
い
す

る
。

第
３
号
、
役
員
の
選
任

総

裁
・
山
名
義
晴
（
宗
家
）

副
総
裁
・
山
名
義
英

会

長
・
山
名
年
浩

副
会
長
・
宮
田
靖
國

相
談
役
・
太
田
垣
佐
登
、
各

山
名
当
主
に
要
請
。

顧

問
・
今
後
選
任
。

理
事
長
・
山
名
義
範

常
任
理
事
・
理
事
よ
り
選
任
。

理

事
・
山
名
康
之
、
草
山

宏
、
山
名
勝
、
山
名
大
介
、

山
名
信
子
、
山
名
真
佐
宏
、

山
名
康
子
、
山
名
義
範
、

山
名
嗣
宣
、
吉
村
年
明
、

坂
口
久
男
、
山
名
正
史
、

山
名
一
男
、
山
名
晶
子
、

山
名
定
喜
、
山
名
靖
英

（
当
日
総
会
ご
出
席
の
各

家
）

敬
称
略
・
順
不
同

第
４
号
、
事
業
方
針
の
検
討

＊
山
名
会
の
小
冊
子
発
行
等

次
期
総
会
ま
で
に
。

＊
山
名
会
々
章
の
作
成

同
封
サ
ン
プ
ル
参
考
。

＊
次
回
総
会
の
計
画

理
事
会
等
で
案
検
討
。

事
業
内
容
の
具
体
化
は
常
任

理
事
会
・
理
事
会
等
を
開
催
し

進
め
て
行
く
。

全
國
山
名
氏
一
族
会
会
則

（
名
称
）
第
一
条
こ
の
会
は
全

國
山
名
氏
一
族
会
（
略
称
：
山

名
会
）
と
称
す
る
。

（
事
務
所
）
第
二
条
こ
の
会
の

事
務
所
を
兵
庫
県
美
方
郡
香
美

町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
山
名

氏
史
料
館
内
に
置
く
。

（
目
的
）
第
三
条

こ
の
会
は

山
名
氏
の
遺
徳
を
顕
彰
し
、
併

せ
て
一
族
の
親
睦
を
は
か
る
。

（
事
業
）
第
四
条

前
条
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事

業
を
行
う
。


歴
史
研
究
に
関
す
る
事
業


会
員
相
互
の
連
絡
事
項


会
報
の
発
行


そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る

事
業

（
会
員
）
第
五
条

こ
の
会
は

山
名
氏
に
由
縁
あ
る
者
お
よ
び
、

こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。

（
役
職
員
）
第
六
条
こ
の
会
に

以
下
の
役
職
員
を
置
く
。

総
裁

一
名
、
副
総
裁

一
名
、

会
長

一
名
、
副
会
長

一
名
、

理
事
長

一
名
、
常
任
理
事

二
名
、
理
事

若
干
名
、

事
務
長

一
名

２
、
役
職
員
の
選
任
は
、
総

裁
が
指
名
す
る
選
考
委
員
の
議

を
へ
て
理
事
会
に
お
い
て
行
う
。

３
、
役
職
員
の
任
期
は
二
年

と
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
顧
問
及
び
相
談
役
）

第
七
条

こ
の
会
に
顧
問
及
び
相
談
役
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
顧
問
及
び
相
談
役
は
、

理
事
会
の
議
を
経
て
総
裁
が
推

戴
す
る
。

（
会
議
）
第
八
条

こ
の
会
の

会
議
は
、
総
会
・
理
事
会
・
常

任
理
事
会
の
順
に
優
先
す
る
。

（
会
計
）
第
九
条

こ
の
会
の

会
計
は
、
入
会
金
・
会
費
お
よ

び
寄
付
金
を
も
っ
て
充
当
す
る
。

２
、
金
額
に
つ
い
て
は
別
に

定
め
る
。

３
、
会
費
納
入
が
２
年
以
上

滞
っ
た
会
員
は
休
会
扱
い
と
す

る
。

（
付
則
）
第
十
条

こ
の
会
則

に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
事
項
に

つ
い
て
は
、
理
事
会
ま
た
は
常

任
理
事
会
の
議
を
経
て
妥
当
な

運
営
を
行
う
。

２
、
こ
の
会
則
は
、
平
成
二

十
四
年
十
月
二
十
日
よ
り
施
行

す
る
。

申
し
合
わ
せ
事
項


入
会
金
（
入
会
時
）
金
五
千
円


会

費
（
年

額
）
金
五
千
円

※
本
会
則
の
不
備
の
点
は
、
順

次
改
正
致
し
ま
す
。
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総
会
は
山
名
義
範
氏
（
再
興

準
備
会
役
員
）
が
議
長
を
務
め
、

上
程
さ
れ
た
議
案
を
参
加
者
全

員
の
賛
同
を
得
て
承
認
可
決
頂

き
、
新
生
「
全
國
山
名
氏
一
族

会
」
と
し
て
の
再
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

懇
親
会
・
第
２
日
行
事

総
会
後
は
、
東
林
院
裏
手
の

禅
高
公
御
廟
に
向
か
い
山
名
会

再
出
発
の
ご
報
告
を
済
ま
せ
、

宿
舎
へ
と
向
か
い
、
京
都
市
内

で
は
珍
し
い
温
泉
で
疲
れ
を
癒

し
た
後
、
懇
親
会
へ
・
・
・
。

懇
親
会
で
は
講
演
会
で
話
し

き
れ
な
か
っ
た
山
名
の
歴
史
や

疑
問
点
、
ま
た
山
名
会
の
活
動

へ
の
期
待
や
要
望
な
ど
も
意
見

交
換
し
、
有
意
義
な
一
時
を
過

ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

明
け
て
21
日
も
快
晴
の
中
、

山
名
氏
華
や
か
な
り
し
室
町
時

代
の
足
利
将
軍
木
像
が
安
置
さ

れ
て
い
る
等
持
院
を
参
拝
さ
せ

て
頂
き
、
抹
茶
接
待
の
歓
待
を

頂
き
、
西
陣
で
は
山
名
邸
旧
跡
・

西
陣
碑
等
を
め
ぐ
り
、
南
禅
寺
・

真
乗
院
へ
。
真
乗
院
で
は
宗
全

公
御
廟
参
拝
の
後
、
本
堂
に
上

が
ら
せ
て
頂
き
、
宗
全
公
ご
位

牌
に
皆
で
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
総
会
に
参
加

頂
い
た
皆
さ
ん
は
「
山
名
」
と

言
う
姓
を
身
近
に
そ
し
て
、
誇

り
を
感
じ
て
頂
け
た
で
し
ょ
う

か
？
気
掛
か
り
な
と
こ
ろ
で
す
。

参
加
者
ご
芳
名

山
名
義
英
（
小
金
井
）
、
山
名

康
之
・
ク
ミ
（
大
田
区
）
、
草

山
宏
（
相
模
原
）
、
浅
利
幸
子

（
立
川
市
）
、
山
名
勝
（
潮
来
）
、

山
名
大
介
・
美
帆
（
名
古
屋
）
、

山
名
信
子
・
多
恵
子
（
豊
中
）
、

山
名
年
浩
・
真
佐
宏
（
摂
津
）
、

山
名
康
子
・
美
絵
（
城
陽
）
、

名
倉
幸
・
紀
宮
（
和
歌
山
）
、

宮
田
靖
國
（
西
宮
）
、
山
名
義

範
（
赤
穂
）
、
山
名
嗣
宣
（
赤

穂
）
、
吉
村
年
明
（
倉
吉
）
、

坂
口
久
男
（
倉
吉
）
、
山
名
正

史
・
規
子
・
野
瀬
由
希
子
（
広

島
）
、
山
名
一
男
（
石
川
）
、

山
名
晶
子
（
さ
い
た
ま
）
、
山

名
定
喜
（
久
御
山
）
、
山
名
靖

英
（
京
都
）
、
吉
川
広
隆
（
兵

庫
）

（
敬
称
略
・
20
家
30
名
参
加
）
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平
成
18
年
か
ら
６
年
振
り
の

総
会
で
し
た
。
ご
参
加
頂
い
た

皆
さ
ん
の
ご
感
想
が
一
番
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
田
先
生
の
歴
史
講
演
は
興

味
深
く
、
も
う
少
し
時
間
が
欲

し
か
っ
た
。
次
の
総
会
、
ま
た

次
の
総
会
、
そ
の
次
…
と
、
山

名
所
領
の
12
カ
国
を
く
ま
な
く

巡
っ
て
、
そ
の
土
地
の
山
名
氏

に
、
旅
情
に
親
し
め
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
。(

某
参
加
者)

今
回
、
初
め
て
総
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
日
本
の
歴
史
の

中
で
山
名
一
族
が
果
た
し
て
き

た
役
割
の
重
さ
を
感
慨
深
く
見

学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
”
継

続
は
力
な
り
”
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
山
名
一
族
が
辿
っ

た
歴
史
を
言
い
表
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
現
在
、
日
本

は
国
際
的
に
も
厳
し
い
環
境
に

さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
歴
史
を

顧
み
、
山
名
一
族
の
生
き
方
を

再
度
勉
強
す
る
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
会
員
が

結
束
し
て
、
歴
史
認
識
に
と
ど

ま
ら
ず
、
未
来
志
向
で
現
代
社

会
に
情
報
発
信
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら

今
後
と
も
ご
支
援
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

（
石
川
・
山
名
一
男
氏
）

御
宗
家
様
の
御
来
駕
を
仰
ぎ
、

平
成
24
年
10
月
20
日
、
山
名

氏
一
族
縁
故
の
方
々
が
、
京

洛
、
妙
心
寺
塔
頭
・
東
林
院

に
参
集
し
、
一
族
会
の
再
興

を
議
決
さ
れ
た
事
は
、
あ
た

か
も
、
天
変
地
異
の
未
曾
有

の
国
難
か
ら
再
起
す
る
日
本

と
軌
を
一
に
し
て
、
暁
天
に

旭
日
の
昇
る
が
如
き
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。

南
禅
寺
塔
頭
真
乗
院
で
、
宗

全
公
の
封
塋
に
鞠
躬
し
、
且
つ

御
位
牌
を
拝
し
、
遠
碧
院
殿
最

高
峯
公
大
禅
定
門
の
戒
名
を
目

に
し
た
刹
那
、
南
禅
寺
東
方
の

山
巓
も
激
戦
地
で
あ
っ
た
事
を

想
起
し
、
京
師
の
天
地
は
、
我

ら
が
曩
祖
（
の
う
そ
）
の
躍
動

の
地
た
ら
ざ
る
は
な
く
、
龍
攘

虎
搏
の
勇
姿
が
眼
前
に
彷
彿
と

し
ま
し
た
。

想
え
ば
、
山
名
紋
の
三
引
両
、

二
引
両
の
両
は
龍
で
し
た
。
遠

祖
の
歴
史
を
繙
け
ば
、
各
代
は

波
瀾
万
丈
、
疾
風
怒
濤
の
生
涯

で
し
た
。
そ
の
末
葉
と
し
て
、

い
か
な
る
艱
難
辛
苦
に
も
鎧
袖

一
触
と
ば
か
り
立
ち
向
か
い
、

山
名
一
族
会
会
員
の
矜
持
を
持
っ

て
人
生
を
送
り
た
い
、
と
思
い

ま
す
。

古
人
曰
く
、
「
老
驥
、
櫪

（
れ
き
・
厩
舎
）
に
臥
す
と
も
、

志
は
千
里
に
在
り
」
と
。
末
筆

な
が
ら
、
一
族
会
の
弥
栄
と
皆
々

様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
、
御

祈
念
申
し
上
げ
奉
り
ま
す
。

（
西
宮
・
宮
田
靖
國
氏
）

先
般
は
「
山
名
氏
一
族
会
再

興
総
会
」
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
有
縁
の
皆
様
と
お
会
い

出
来
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
嬉
し

く
思
い
ま
す
と
共
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

会
長
様
は
じ
め
今
日
ま
で
幾

多
の
ご
尽
力
賜
り
再
興
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に

慶
賀
に
た
え
ま
せ
ん
。
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

私
は
10
年
ほ
ど
前
に
一
度
出

席
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
ご
無
沙
汰
ば
か
り
で
失
礼
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

途
絶
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

心
配
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

再
開
の
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と

を
心
よ
り
喜
ん
で
い
ま
す
。
当

日
は
少
々
緊
張
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
懇
親

会
で
は
楽
し
く
歓
談
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
い
い
人

ば
か
り
で
安
心
し
ま
し
た
。
二

日
目
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
有
縁
の
地
を
訪
問
さ
れ

有
意
義
に
終
え
ら
れ
た
よ
う
で

安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、

ご
一
家
の
繁
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

（
京
都
・
山
名
靖
英
氏
）

頂
き
ま
し
た
ご
感
想
の
一
部

を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

次
期
総
会
の
計
画
に
参
考
に
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
総
会

で
は
諸
事
不
十
分
で
有
り
ま
し

た
点
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
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会
長
よ
り
皆
様
へ

今
回
の
再
興
総
会
は
総
裁
・
副
総

裁
と
吉
川
御
住
職
を
は
じ
め
皆
様
の

お
力
で
見
事
に
成
功
致
し
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
で
良
か
っ
た
で
す
。

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

次
回
総
会
は
50
人
突
破
が
成
功
の

目
安
で
す
。

し
か
し
、
今
後
の
会
の
発
展
の
こ

と
を
考
え
ま
す
と
、
こ
の
ま
ま
で
は

30
人
前
後
の
推
移
が
予
想
さ
れ
ま

す
。今

回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
一
族
の

皆
様
や
歴
史
研
究
者
の
方
々
へ
さ
ら

な
る
参
加
を
募
る
策
を
練
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
ず
こ
で
も
組
織
化
は

最
初
の
珍
し
さ
も
あ
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
ま
す
が

、
こ
こ
で
少
し
気
を

抜
く
と
う
ま
く
い
か
な
い
の
が
通
常

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ

て
邁
進
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

全
國
山
名
氏
一
族
会

会
長

山
名
年
浩

拝

Ｈ
24

総
会
の
ご
感
想
・
ご
意
見

山名宗家との書状交換

山名氏一族会の
ホームページ

Ｈ２４総会の議事内
容・歴史講演「燦然たる
山名氏の系譜」の内容
等、ご覧頂けるよう整備
中です。ぜひ一度、ご件
分お願い致します。
http://yamana1zoku.org


